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今
回
は
同
時
に
お
弁
当
の
予

約
を
受
け
付
け
ま
す
。
（
会
場

な
ら
び
に
周
辺
に
は
、
昼
食
を

と
れ
る
施
設
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
来
場
の
際
に
は
あ
ら
か
じ

め
予
約
さ
れ
る
か
、
も
し
く
は

各
自
で
昼
食
を
ご
用
意
く
だ
さ

い
。
） Ｍ
Ｌ
Ａ
Ｊ
主
催
，
第
４
回
学

術
大
会
が
、
抓
月
旧
日
（
日
）

に
東
京
渋
谷
の
日
本
赤
十
字
看

護
大
学
・
広
尾
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
今
大
会
⑩
テ
ー
マ

は
「
リ
ン
パ
浮
腫
治
療
の
普
及

と
教
育
」
で
す
。

【
時
間
】

午
前
川
時
～
午
後
４
時

【
場
所
〕

東
京
都
渋
谷
区

広
尾
４
ｉ
１
ｌ
３

日
本
赤
十
字
看
護
大
学

広
尾
ホ
ー
ル

【
交
通
】

Ｊ
Ｒ
恵
比
寿
駅
よ
り

バ
ス
約
Ⅲ
分

（
日
赤
病
院
行
き
）

参
加
受
付
方
法
は
、
本
年
も

「
事
前
登
録
制
」
で
す
。

【
参
加
費
》

二
鵬
…
２
０
０
０
円

・
会
負
…
１
５
０
０
円

・
当
日
券
…
２
５
０
０
円

【
昼
食
代
】

⑩
弁
当
十
茶
…
１
０
０
０
円

学
術
大
裟

参
加
方
法
は
、
同
封
の
申
込

用
紙
を
事
務
局
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

て
お
送
り
下
さ
い
。

川
月
姻
日
（
木
）
が
申
し
込

み
締
切
日
で
す
。
以
降
は
当
日

参
加
の
受
付
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
懇
親
会
費
〕

学
会
終
了
後
２
時
間
程
度

・
懇
親
会
…
４
０
０
０
円
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プログラム抜粋
１０:00～開会
１０:１５～基調講演：阿部恭子氏
１１:00～会員発表：２名

昼休み～日獅
１３:00～シンポジウム第１部

くリンパ浮腫治療の普及と教育＞
１５:00～シンポジウム第２部く討論会＞
１５:40～質疑応答
１６:00～閉会
※同時開催～関連企業展示会

且

黙ザエ

印
十
・

Ｊ獅錘，虹’ｔ丞悩慰蝿
四
Ｎ
□

が
没

璽薊入口入口

①
日
時
…
桐
月
四
日
（
金
）

午
後
１
時
か
ら
４
時

北
星
学
園
大
学

図
書
館
４
Ｆ
Ａ
教
室

①
＠
の
会
場
と
も
現
在
受
付
中

で
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

前
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

し
た
北
海
道
で
の
講
演
会
が
、

以
下
の
よ
う
に
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

②
日
時
…
Ⅲ
月
距
日
（
日
）

午
後
１
時
か
ら
５
時

京
都
・
東
山

仏
眼
鍼
灸
理
療
学
校

①
日
時
…
Ⅲ
月
幽
日
（
土
）

午
後
１
時
か
ら
５
時

東
京
・
大
森

東
京
衛
生
学
園
専
門
学
校

今
年
も
、
ド
イ
ツ
よ
り
ハ
ン

ス
・
ハ
ル
ト
ッ
ク
先
生
と
ア
ネ

ッ
テ
先
生
を
お
迎
え
し
て
講
演

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

Ｍ
Ｌ
Ａ
Ｊ
会
員
向
け
の
講
習

会
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

ハ
ル
ト
ッ
ク
先
生

来
日
講
演
の
お
知
ら
儲／

※
②
～
Ⅱ
月
皿
曰
（
木
）

開
催
の
医
療
者
向
け
講
習
会
は

会
員
お
よ
び
一
般
募
集
が
な
く

な
り
ま
し
た
。

主
催
婦
人
科
が
ん
の

サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ

「
ア
ス
パ
ラ
の
会
」

参
加
費
１
０
０
０
円

当
日
会
場
に
て
支
払

ア
ク
セ
ス
…
地
下
鉄
東
西
線

「
大
谷
地
駅
」
下
車
徒
歩
５
分

※
ハ
ル
ト
ッ
ク
先
生
・
佐
藤

佳
代
子
先
生
が
パ
ネ
リ
ス

ト
と
し
て
参
加
さ
れ
ま
す

内
容
リ
ン
パ
浮
腫
患
者
、

リ
ン
パ
浮
腫
治
療
医
、
セ

ラ
ピ
ス
ト
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
北
海
道
の
リ
ン
パ
浮
腫
治

療
～
患
者
の
思
い
。
医
療

者
の
思
い
～
」

お
問
い
合
わ
せ
は

Ｍ
Ｌ
Ａ
Ｊ
事
務
局
ま
で

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ｉ

ア
ル
中
で
す
。
近
日
公
開
の

予
定
で
す
。

新
し
く
会
員
専
用
の
ぺ
１
ジ

や
各
種
お
問
合
せ
、
お
申
し

込
み
の
ぺ
Ｉ
じ
な
ど
内
容
盛

り
だ
く
さ
ん
の
サ
イ
ト
で
す
。 iiiiililllilli1illllllliiiliiiiiliiili

住
所
等
の
変
更
が
あ
る
方
は

ご
連
絡
下
さ
い
。
変
更
届
を

送
付
さ
せ
て
頂
き
ま
す
、

年
会
費
未
納
の
方
へ

今
年
度
の
納
入
期
限
は
６
月

加
日
で
し
た
。

未
納
の
方
は
お
早
め
に
お

振
込
み
下
さ
い
。

、

み
な
さ
ん
ご
期
待
下
さ
い
。

事
務
局
か
ら
の
連
絡

，



９
月
９
日
（
日
）
宮
崎
市

郡
医
師
会
病
院
に
お
い
て
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ホ
ー
ム
ホ
ス

ピ
ス
宮
崎
」
の
主
催
に
よ
り

講
演
会
「
リ
ン
パ
浮
腫
の
セ

ル
フ
ケ
ア
（
患
者
向
け
）
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
講
師
伊
藤
綾
乃
先
生
）

宮
崎
の
新
聞
社
で
こ
の
講

演
会
の
告
知
が
行
わ
れ
た
た

め
、
当
日
は
定
員
を
大
幅
に

上
回
る
川
名
余
り
の
方
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

宮
崎
で
は
昨
年
か
ら
「
宮

崎
県
リ
ン
パ
浮
腫
治
療
研
究

会
」
の
活
動
が
始
ま
り
、
昨

年
度
は
「
医
療
者
向
け
」
の

講
習
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

患
者
様
向
け
の
講
習
会
は

今
回
県
内
で
始
め
て
開
催
さ

れ
た
た
め
、
参
加
者
の
み
な

さ
ま
は
熱
心
に
伊
藤
先
生
の

講
演
を
聞
か
れ
、
多
数
の
質

問
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

宮
崎
イ
ベ
ン
ト

曰
一
コ
夛
二

輪
ブ
ラ
シ
、
シ
ユ

緩
和
ケ
ア

８
月
朋
日
（
日
）
大
阪
堺
市

の
大
阪
物
療
専
門
学
校
で
、
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
講
習
会
（
特

別
講
習
会
・
緩
和
ケ
ア
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
関
西
・
四
国
・
中

国
・
中
部
地
域
か
ら
、
刎
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

ま
ず
佐
藤
佳
代
子
先
生
か
ら

「
緩
和
ケ
ア
」
で
の
注
意
点
や

エ
夫
に
つ
い
て
講
義
が
あ
り
、

続
い
て
手
技
や
包
帯
に
つ
い
て

実
際
に
一
人
ひ
と
り
、
圧
を
確

認
し
な
が
ら
の
実
技
講
習
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

宮
崎
県
な
ど
、
南
九
州
で

は
リ
ン
パ
浮
腫
治
療
を
お
こ

な
う
医
・
療
機
閏
や
専
門
セ
ラ

ピ
ス
ト
が
ま
だ
ま
だ
不
足
し

て
い
ま
す
。
セ
ラ
ピ
ス
ト
育

成
の
講
習
会
開
催
と
併
せ
て
、

こ
の
よ
う
な
患
者
様
向
け
の

イ
ベ
ン
ト
が
多
数
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
九
州
全
域

で
リ
ン
パ
浮
腫
治
療
の
環
境

整
備
が
進
む
こ
と
を
期
待
い

た
し
ま
す
。

ま
た
、
同
時
開
催
さ
れ
た

ケ
ア
用
品
の
展
示
会
も
大
変

盛
況
で
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
「
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
・
ス
リ

ー
ヴ
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
ケ
ア
用
品
を
、
実
際

に
手
に
取
り
な
が
ら
説
明
を

受
け
ら
れ
て
よ
か
っ
た
…
」

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

８
月
明
日
（
日
）
に
、
東
京

衛
生
学
園
Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル
で
、
医

療
従
事
者
向
け
「
第
２
回
生
活

ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
講
座
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

Ｍ
Ｌ
Ａ
Ｊ
認
定
教
員
の
笹
倉

淳
子
先
生
に
よ
り
「
基
本
的
な

参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
の
方
が
、

実
際
の
医
療
現
場
で
緩
和
ケ
ア

と
た
ず
さ
わ
り
な
が
ら
、
悩
み

や
疑
問
点
を
抱
え
て
、
各
自
で

創
意
エ
夫
を
重
ね
る
毎
日
を
過

ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
講
習
会
は
「
現
場
の

問
題
解
決
や
専
門
セ
ラ
ピ
ス
ト

の
対
応
力
向
上
に
役
立
つ
…
」

と
大
変
好
評
で
し
た
、

時
間
内
一
杯
の
紬
や
か
な
講

習
内
容
に
つ
い
て
、
習
得
す
る

時
間
が
足
り
な
い
と
の
声
も
あ

り
ま
し
た
が
、
Ｍ
Ｌ
Ａ
Ｊ
で
は

今
後
も
「
テ
ー
マ
」
を
絞
っ
た
講

習
会
の
企
画
を
す
す
め
て
ま
い

り
ま
す
。

生
活
ケ
ア
サ
ボ
ー
ト

本
年
度
よ
り
、
セ
ラ
ピ
ス

ト
育
成
講
習
会
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
が
一
部
変
更
さ
れ
、
「
理

論
講
習
」
と
「
実
技
講
習
」
の

２
部
制
と
な
り
ま
し
た
。

初
級
の
「
理
論
講
習
会
」
は

６
月
に
東
京
衛
生
学
園
Ａ
Ｖ

ホ
ー
ル
で
、
東
京
会
場
・
神

奈
川
会
場
の
２
コ
ー
ス
合
同

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
７
月
に
は
、
京
都
リ

サ
ー
チ
パ
ー
ク
で
京
都
会
場

リ
ン
パ
浮
腫
へ
の
対
応
」
に
つ

い
て
講
義
が
あ
り
、
そ
の
後
、

Ｑ
○
Ｌ
総
合
研
究
所
の
高
柳
茂

氏
に
よ
り
「
術
前
術
後
の
生
活

ケ
ア
情
報
」
に
つ
い
て
お
話
し

が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
は
お
盆
休
み
最
終
日
に

も
関
わ
ら
ず
、
兜
名
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
約
８
割

の
方
が
、
識
習
会
初
参
加
で
、

み
な
さ
ん
熱
心
に
学
ば
れ
て
い

ま
し
た
。

）
側 牙

ざ ￣

理
論
講
習
裳

・
大
阪
会
場
・
宮
崎
会
場
の

３
コ
ー
ス
合
同
で
理
論
講
習

会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
従
来
の
講
習
会

の
２
倍
・
３
倍
の
受
講
生
が

一
堂
に
集
ま
り
、
集
中
し
て

授
業
が
進
み
ま
し
た
。
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
が
整
理
し
易
く

ま
た
他
会
場
の
参
加
鬮
者
と
の

つ
な
が
り
が
広
が
る
こ
と
な

ど
、
高
い
評
価
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

…、
患、、．

、Ｌ
￣

～
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９
月
中
旬
に
は
東
京
の
広

尾
で
、
東
京
会
場
・
神
奈
川
会

場
の
２
コ
ー
ス
合
同
で
「
中
級

理
論
」
の
講
習
会
も
終
了
し

て
い
ま
す
。

Ｍ
Ｌ
Ａ
Ｊ
で
は
、
さ
ら
に

多
く
の
方
が
、
セ
ラ
ピ
ス
ト

育
成
講
習
会
に
参
加
し
易
い

環
境
づ
く
り
や
シ
ス
テ
ム
づ

く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。
会
員
の
み
な
さ
ま
方
の

更
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

DJ
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